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例 言

l 本書は有限会社田園不動産による宅地造成工事に伴う平成26年度東五里田遺跡、町の発掘調査報告書である。

2 事業主体者有限会社 田園不動産代表取締役 田中明

3 調査主体者佐久市中込 3056 佐久市教育委員会 教育長

4 遺跡名 東五里田遺跡N (NHGN) 

5 調査担当者 上原 学

6 本書の編集 ・執筆は上原が行った。

7 本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡例

l 遺構の略称は以下のとおりである。

H-竪穴住居士ll: D一土坑 F 掘立柱建物社 P ピッ ト

2 スクリーントーンの表示及び遺構の計測は以下のとおりである。

隆司山面 E司床下 瞳覇柱痕跡

3 挿図の縮尺は以下のとおりである。

遺構一竪穴住居士止・土坑・掘立柱建物祉 ・ピット1/80

遺物一土器・石器1/4

4 遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5 遺構の標高は、水糸高を標高とした。

6 調査グリ ッドは世界測地系を利用した 4x4mで、ある。

7 遺物表中の[ ]は推定値、< >は残存値を表す。
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第 I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査の経緯

1.開発事業と保護協議

東五呈田遺跡は佐久市野沢に所在し、佐久市内を貫流する千曲川の左岸に形成された沖積微高地上に展開する

弥生時代から中世に至る複合遺跡で、標高は 675.5m内外を測る。周辺では中学校建て替え・宅地造成・道路改

良等の事業に伴い多くの発掘調査が実施されている。開発地域近隣では、北側で学校建て替えに伴う東五里田遺

跡 1. rr及び宅地造成工事に伴う東五星田遺跡Eの調査が行われ、東五旦田遺跡 Iからは弥生時代前期及び奈良

時代の住居壮等が、東五星田遺跡rr.mからは奈良時代の住居主I上等が調査されている。

今回、有限会社田園不動産が計画した宅地造成工事予定地域一帯が東五星田遺跡に含まれることから進入道路

部の試掘・確認調査を実施する運び、となった。平成 26年 9月に試掘・確認調査を実施した結果、竪穴住居壮・

土坑等の遺構が発見されたため、文化財保護協議を実施し、埋蔵文化財委託契約締結後、佐久市教育委員会が主

体となり、進入道路部分の発掘調査を行った。なお、宅地面は盛土による工事であることから、今回の開発では

調査対象外とした。

2. 文化財保護手続き

平成26年 8月 11日 土木工事のための埋蔵文化財発掘調査の届出 (93条書類)

平成 26年 8月 18日 周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知)

平成 26年 9月四日 試掘調査等終了報告(県・開発主体者)

平成 26年 10月 l日 発掘調査終了報告

平成26年 10月 1日 埋蔵物発見届

平成 26年 10月 16日 文化財の認定及び、県帰属について(通知)

3.調査体制

調査受託者

佐久市教育委員会教育長土屋盛夫(~平成 26 年 5 月)

棚j畢晴樹(平成 26 年 5 月~)

事務局

社会教育部長山浦俊彦

文化財課長ニ石 宗一

文化財調査係長比国井清美

文 化財調査係 小林異寿富沢一明上原学神津一明久保浩一郎

嘱託職員林幸彦

調 査主任森泉かよ子

調査担当者上原学

調 査 員赤羽根篤赤羽根充江浅沼勝男飯森成英岩崎重子 岩松茂年小幡弘子木内修一

小島真小林節子中津登羽毛田利明比田井久美子武者幸彦横尾敏雄渡辺学

第2節発掘作業の経過

1.発掘作業

(1)名称と記号

事業予定地は、佐久市野沢に所在し、佐久市遺跡詳細分布図により、東五里田遺跡に含まれる。遺跡内では、

学校建替・宅地造成等に伴い、東五里田遺跡、東五旦田遺跡E、東旦田遺跡Eの調査が実施されている。本事業

に伴う発掘調査の遺跡名は、東五星田遺跡内で 3箇所の調査が実施されていることから「東五里田遺跡町」と名

付け、記号は、 I~mで使用したNHGから、 NHGN とした。
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(2)遺構の名称と記号

日一竪穴住居祉(地面を円形や方形に掘りくぼめ、柱穴・炉・カマド等を備えた住居と考えられるもの。佐久市では明

らかに平地住居と考えられる遺構は発見されていない。)

F-掘立柱建物祉(円形や方形に掘りくほめ、柱を建てたと考えられるピットが規則正しく配列され、倉庫等の建物と

して使用されたと考えられるもの)

D-土坑(地面を円形や方形に掘りくぼめたもので、陥穴 貯蔵穴・ゴミ穴等と考えられるもの。ピット・竪穴状遺構と

区別するため、径または長辺が1m以上 3m未満とした。)

Pーピット(地面を円形や方形に掘りくぼめ、柱状のものを建てたと思われるもの。土抗と区別するため、径が 1m未満

とした。)

(3)調査区の設定

調査区上に国家座標(世界測地系)に基づく 40x 40mの大グリッドを設定し、これを更に 4x 4mの小グリッ

ドに分割した交点に木製の遺構測量用基準杭を打設した(頭部に釘設置)。グリッド名は、東から西方向にひら

がな(あ~お)、北から南方向に数字 (1~ 10) を使用し、グリッド名あ-1グリッドのように設定した。

(4)調査の方法

調査は、試掘確認調査後の状態からトレンチ周辺等必要箇所を手掘りにより遺構確認面まで表土を除去し拡張

した。その後、人員による遺構の検出作業を行い、開発事業者による基準杭の打設を行った。検出した遺構は命

名後、調査を開始した。住居祉の掘り下げは、通常 4 区画(I ~N区)に分割し、対角の 1 . m区にL宇状のサ

プトレンチを設定し、床面まで掘り下げ分層する。分層後 I.m区を層ごとに床面まで掘り下げた後、残りの II.

N区を掘り下げ完掘となるが、今回は調査区域外にまたがる遺構が主体で、調査範囲も狭小であることから、 l

区画又は 2区画としてサプトレンチを掘り下げ、分層後に掘り下げを行った。床面検出後は、壁溝・ピット等を

掘り下げた。写真撮影、平面図作成を実施した後、住居士止堀方の写真撮影及び図面の追加作成を行った。カマド

が設置されている住居祉は、住居壮堀方掘り下げ前にカマド解体調査を行い、同時に断面図等の図面を作成する

が今回カマドは、確認されなかった。遺物は、区画ごとに取り上げた。遺跡・遺構の全体写真は各遺構の調査が

終了した時点で撮影した。遺構の平面図作成は調査区内に設定した基準杭を利用した遣り方測量により、調査担

当・調査員が実施し、縮尺は 1・20を基本とした。写真撮影は担当者が行い、デジタ jレ一眼レフカメラと 35mmフィ

ルム一眼カメラによるカラーリノてーサJレで行った。

(5) 日誌

平成 26年9月16・17日埋蔵文化財試掘・確認調査。

2 整理作業

9月 17日~

9月 22日

9月 22.23日

9月24日

9月 25日

9月 26日

9月29日

(1)整理の内容

文化財保護協議。進入道路部分にかかる遺構の発掘調査を実施し、宅地面について

は埋土による造成であることから調査対象外とした。

埋蔵文化財委託契約。

調査準備・機材搬入・事業主体者側による基準杭設定作業。

調査員による発掘調査開始。遺構検出作業。日 1.2・3、F1掘り下げ作業。

住居壮 3軒、掘立柱建物社 l棟、土坑、ピット発見。

H1・2・3掘り下げ。図面作成。写真撮影。 F1掘り下げ。図面作成。写真撮影。

D 1掘り下げ。

日 1.2・3図面作成。掘方掘り下げ。写真撮影。 F1図面作成。 D1.2・3掘り下げ。

ピット掘り下げ。

調査区清掃作業。全体写真撮影。 D1.2・3・ピット図面作成。

機材撤収・整理作業。

整理作業は現場作業終了後に図面整理 図面修正、写真整理、遺構・遺物図版作成、遺物洗浄、遺物注記、遺

物接合・補修修復、遺物実測、遺物写真撮影、割付本作成、原稿執筆、印刷製本、遺物-図面収納作業を実施した。

遺物実測は調査員が1/1で鉛筆実測、報告書掲載時の縮尺を基本的に1/4とした。

-2-



遺構図版は、 ν40で鉛筆による仮割付を行った後、トレースを実施し、報告書掲載時の縮尺を基本的に 1180

とした。

報告書の原稿はマイクロソフト社製「ワード」、表原稿はマイクロソフト社製「エクセJレJを使用し、遺構-

遺物写真のデータ形式はニコン iNEFデータ」を使用した。

(2) 資料の収納

作業が終了した図面は、原図・印刷用図版一式をファイ Jレに収納、写真はアルバムに収納したネガ・データと

共に文化財課耐火収納庫に保管した。遺物は、報告書掲載図版と照らし合わせ、遺構ごとにコンテナへ入れた後、

報告書使用遺物と未使用遺物を分けて文化財課遺物保管施設に収納した。

(3) 日誌

平成周年 9月29日~図面整理・図面修正、写真整理、遺構・遺物図版作成、遺物洗浄、遺物注記、

遺物接合・補修修復、遺物実測作業、遺物写真撮影、割付本作成、原稿執筆。

11月 13日 佐久市埋蔵文化財調査報告書第 232集束五旦田遺跡N入稿。

11月 13日~印刷製本、遺物・図面収納。

第E章遺跡の立地と環境

第 1節地理的環境

佐久地域は、周辺を山地台地に固まれた盆地状を呈し、一般に佐久平とn乎ばれ、北には雄大な浅間山、南には

夢科山が存在する。東には群馬県との境を成す北関東山脈の北端が延び、西は相]牧原・人重原といった小高い台

地が広がり、妻科山の裾野と接している。佐久地域における水系の代表は、南方の川上谷に源を発す千曲Jl!であ

り、北流しながら支流を集めつつ水量を増して佐久平に入る。その後野沢付近から流れを北西に変え、葬科山麓

の支流を集めた片貝川、浅間の麓に源を発す湯Jl!、関東山地からの支流を集めた滑津JI!といった河川と合流し、

蛇行しながら上回、長野方面に貫流する。この山地に固まわし、水にも恵まれた盆地状の佐久平は、地質学的に見

ると大きく二分することができ、志賀川と滑津川が合流し、さらに千曲川と川筋を一つにする東西線を境として、

河-JJlの北側段正上と南側では 20m前後の比高差が

認められる。この北部地域は北方の浅間山麓部の緩

やかな台地で¥浅間山の噴出物である火砕流軽石流

と降下火山灰が厚く堆積している。この堆積物は雨

水による浸食に弱く長い年月の聞にi~g く削り取らわし、

浅間山の麓から放射状に幾筋もの浸食谷(田切り地

形)を形成している。

これに対ーし南部地域は千曲川の氾濫源沖積地と滑

津川の谷口扇状地等で" ?司令床磯層と沖積粘土層地帯

が主となり地下水位も高く、地盤の安定した土地で

ある。このため甫部一帯は広く水田として利用され

ていた。

今回調査を実施した東五里回遺跡Nは佐久市南部

地域の千曲川I等河川lによって形成された標高

675.5m内外を測る氾濫源沖積地上に位置する。

第2節歴史的環境

旧石器時代

東五旦田遺跡N位置図 (1: 6，000) 

佐久平周辺の正陵地帯において遺跡が所在する。南部地域では、南方の馨科山麓に立地する立科F遺跡におい

て姶良T口火山灰 (AT)降灰以前の石器群が発見され、検出層位から 31，200土 900年前の年代が与えられて

いる。また、北西4.5kmに所在する榛名平遺跡からは、この時期の可能性がある石器が出土している。
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縄文時代一佐久平に向かつて張り出す丘陵地帯に遺跡が集中する傾向が認められるが、近年は台地端部及び背

後に丘陵地を背負った段正上からも遺跡が確認されている。佐久平南方の千曲川左岸地域では、萎科山麓から北

方向に延びる、幾筋もの正陵地帯に後沢遺跡(前期)、榛名平遺跡(草創期・前期・中期・後期)、中村遺跡(前

期・中期)、山法師B遺跡(中期後葉・後期)等の遺跡が発見されている。また、千曲川左岸の沖積地上では東

五旦田遺跡から前期・中期・後期の土器片が出土している。

弥生時代一前期の遺跡は僅かだが近年徐々に数を増している。代表的な遺跡は佐久市北部地域の湯川右岸に所

在する下信濃石遺跡でまとまった資料が出土している。土器底部2点の放射性炭素年代測定では2，400:t 30、2，440

土 30という年代が得られている。千曲川左岸では、東五里田遺跡から氷E式と思われる土器が土坑内等から出

土している。佐久地域では、中期後半から遺跡の数が増加する。千曲川左岸の代表的な遺跡として町田遺跡(中

期)、大門下遺跡(後期)、後沢遺跡(中期・後期)、榛名平遺跡(後期)等が所在し、遺構・遺物が多数発見さ

れている。

古墳時代一集落について、古墳時代前期は弥生時代中期後半から急激に遺跡数が増加したにもかかわらず、佐

久地域における遺跡の数が減少する。集落の規模も小規模なものが多い。本遺跡周辺では宮添遺跡で土坑から土

器群が発見され、北西の丘陵地緩斜面上に位置する新海坂遺跡から 6軒の住居祉が発見されている。遺跡数が増

加するのはカマドが住居内に導入され始める中期後半 (5世紀後半)前後になってからである。代表的な遺跡に中

道遺跡 1(中期末~後期)、中道遺跡n(中期)、市道遺跡(中期・後期)、市道遺跡n.辻遺跡・佳田遺跡n(中期・

後期)等が認められる。この時代になると、弥生時代に比ぺ、沖積微高地に形成される集落の拡大が認められる。

次に古墳だが、千曲川I左岸では、主に夢科山麓の尾根上に単独または数基で構成される小規模な古墳群が存在

する。また、氾濫源沖積地上で確認できる古墳は僅かで、桜井地籍に平馬塚古墳が所在する程度である。調査が

実施された古墳は、西方の正陵地に所在する瀧ノ峯古墳群 1.2号墳がある。いずれも前方後方型の形態で、弥生

時代の墳正墓と古墳時代の古墳双方の特徴が認められる古墳時代前期 (4世紀)の墳墓であることが確認されている。

奈良・平安時代一古墳時代後半の遺跡が所在する地域と同地域に所在する傾向が認められ、遺跡数も多く、沖

積地上に大規模な集落が形成される。本遺跡で発見された住居祉3軒は奈良時代で、近接する東五里田遺跡、東

五旦田遺跡Eから同時代の遺構が発見されている。また、西方の道路改良に伴い行われた市道遺跡m.辻遺跡

佳田遺跡Eでは、奈良・平安時代の住居壮 50軒以上が調査されている。この時代は、古墳時代同様、丘陵末端

部に小規模集落が形成され、沖積地の微高地土に規模の拡大した集落が形成されたようである。

中世・近世一鎌倉時代以降、千曲川左岸地域は伴野氏が勢力を増し、居城である方形の区画を持つ野沢城跡が

公園整備され、現在も周囲の土塁等を確認することができる。また、妻科山麓から延びる正陵地帯は前山城、前

山古城など山城が築かれることが多い。

榛名平遺跡では、中世後期の土葬墓、火葬墓が多数発見されている。

No. 遺跡名 所在地 備考 No. 遺跡名 所在地 備考

1東五星田遺跡N 野沢字東五星回 今回調査 21 市道遺跡V ニ塚
2東五墨田遺跡I 野沢字東五墨田 H15・16年調査第117集
3東五星回遺跡E 野沢字東五墨田 H18年調査第166集
4東五皇国遺跡E 野沢字東五呈回 日19年調査第151集

22 平馬塚遺跡E 桜井
H18.19年調杢

23 北裏遺跡E 伴野
24 宮浦遺跡I 桜井 第219集

5立科F遺跡 前山字立科 日2年調査第5集 25 北畑遺跡E 桜井
6後沢遺跡 小宮山字後沢 S51・52年調査 26 中道遺跡 前山字中道 S46年調査第222集
7中村遺跡 根岸字日向 S57年調査 27 中道遺跡E 前山字中道 H9・11・13年調査第99集
B筒村A.山法師A遺跡 根岸 日3・4年調査第31集 28 一塚遺跡 一塚字東野沢田 S49年調査
9筒村 B.山法師B遺跡 根岸字日向 日3・4年調査第29集 29 一塚町田遺跡 一塚字町田 S49年調査
10 瀧の下遺跡、 前山字瀧の下 日2年調査 30 鶴田遺跡 一塚字鶴田 S50年調査
11西裏・竹田峯遺跡 根岸字西裏・竹田峯 S60年調査「西裏・竹田峯」 31 跡部町田遺跡 跡部字町田 S50年調査
12 市道遺跡I ニ塚字市道 S49年調査 32 上桜井北遺跡 桜井字橋詰 S52年調査「上桜井北」
13 市道遺跡E 一塚字市道 H10年調査第72集 33 寺添遺跡 一塚字寺添 H6年調査第44集
14111豊田遺跡 野沢字億回 S45年調査 34 榛名平遺跡 根岸字榛名平 H5・6年調査第84集
15市道遺跡E 跡部字市道 35 前山城跡 小宮山字城山
16辻遺跡 野沢字辻

日16年調査第148集
17僅回遺跡E 野沢字t豊田 36 

野沢鎗跡 野沢字唐屋敷-北田 H13・14年調査
野沢館跡E 原字屋敷 日13年調査第100集

18酉裏遺跡 本新町字西裏 37 宮添遺跡 一塚字宮添 H11年調査第129集
19平馬塚遺跡1 桜井字平馬塚 日16年調査第130集 38 新海坂遺跡 根岸 H11年調査年報11
20 平馬塚古墳 桜井字平馬塚 39 瀧ノ峯古墳群 根岸 S61年調査センタ-14集

周辺遺跡表
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周辺遺跡位置図(l: 32，000) 

第 3節 発見された遺構と遺物

遺 構竪穴住居祉 3軒(奈良時代) 土坑-3基掘立柱建物祉-1棟 (奈良時代) ピット-36個

遺物土師器(坪・斐) 須恵器(坪・斐) 石器(すり石)

第 4節基本層序

遺跡は、佐久市南部の千曲川等の河川によって形成された氾濫源沖

積地の微高地上に立地する。

I層 層厚 lOcm内外を測る水田耕作土の渇灰色土で、強粘性の粘

土層である o

E層 層厚 5~ 10cmを測る水田床土の黄櫨色土で、ある。

E層 水田床土直下の旧表土が粘性化した強粘性の、にぶい黄櫨色

土層である o

N層 層厚 lOcmを測る旧表土と思われる強粘性の黒褐色土層である。

V層 シルト質の黄褐色土で、遺構検出は本層上面で、行った。

VI層 砂に小石が混じる黒褐色砂牒層である。

-
一E
一E
一W

Om 

V 

1m 

VI 

基本層序模式図
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第E章遺構と遺物

第 1節竪穴住居祉 (H)

H 1号住居祉

遺構は(い 6)グリッドに位置し、北側は調査区域外となる。主軸はN200Wである。

平面形態は確認状況から方形又は長方形と考えられる。

調査規模は南北 3.3m、東西 4.8m、検出面から床面までの深さは最深で 45cmを測る。

覆土はシルトを含む黒褐色土と暗褐色土主体で、南北方向の土層断面に壁際から流れ込んだ、状況が認められる

ことから自然堆積と考えられる。

構造上の特徴として、床面は土問状に硬質で、 壁際には一部を除き幅 20cm、深さ 5cm内外の壁溝が確認で、き た。

主柱穴は変則的であるが、P1、P2と思われる。掘方は厚さ 5~ lOcmの強粘性土が埋め込まれている。

遺物は土師器の杯 ・斐、須恵器の杯 ・斐が出土した。出土量は破片を含め、土師器500g、須恵器314gと少ない。

時期は、武蔵棄と思われる薄手の土師器蓋片およ び、底部ヘラ削りされた土師器杯の存在から 7世紀代、 奈良時

代としたい。

@) 
。

に)1
q 

A 刊 皿rr T A' 
γ " 札 I__LL，，_一一一一一

I水田耕作土 強粘性。

E床土 茶褐色。

田床下土 黒褐色(10YR31l)、強粘性。

N IEI表土 黒褐色、強粘性。

1黒褐色土層(lOYR2/3) 炭化物・シルト粒含む。

2掲色土層(10YR4/4) シルトブ口、ノク・炭化物含む。

3.黒褐色土層(lOYR2/3) 炭化物やや多く、シルト粒含む。

4暗褐色土層 (10YR3/3) シルトと暗褐色土の混合土。

炭化物・焼土粒含む。

5黒褐色土層(lOYR3/2) 炭化物・焼土合む。

6.黒褐色土層(lOYR2/3) 炭化物・焼土含む。

7. I情褐色土層(10YR3/3) 炭化物・焼土含む。

8.11音縄色土層 (10YR3/3) シルト・砂含む。

9黒褐 色 +_層 (10YR2/3) シルト・砂・炭化物含む。

10附褐色土層(lOYR3/3)シルト・砂 炭化物・焼土含む。

11黒褐色土層(10YR2/3) シルトブロyク砂含む。

12.階褐色土層(lOYR3/4)上而硬質。

シルトと褐色土の混合土。

13暗褐色土層(10YR3/3) 砂・小石・炭化物・シルト含む。
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H 1号住居祉遺構・遺物実測図
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番号 器種 器形 LJ径cm Ji，記径cm器高cm 調 整・文 様 残存率・部佼 備 考

l 須恵、器 f不 6.2 <3.2> 休部ロクロナデ底部へフケズリ 焼成生焼け状態 底部100-体部破片 外国7.5YR6/6極色

2 土師器 全本 5.3 <3.5> 内凹ヘラナデ 外商ヘラケズリ 底部ヘラケズリ 底部~体部破片 外国7.5YR7/3にぶい燈色他

3 土師昔話 斐 外而へラケズリ 内面ヘラナデ 胴音11破片 外面lOYR7/3にぶい!t!樫色

4 土師器 重E 外面ヘフケズリ 内面ヘラナデ 胴部破片 外而5YR2/2黒褐色

5 須恵器 杯 内外面ロ クロナデ 口縁破片 外由ilOY5/1灰色

6 須恵探 王監 外四叩き 内而当具痕 11阿部破片 外岡10Y6/1灰色

7 須恵~ 主主 外而平行叩き |付面当具痕 11阿部破片 外面5YR4/1褐灰色

8 須恵器 望E 外[師平行叩き 内面当具J良 胴音I1破片 外面N5/0灰色

H 1号住居祉遺物観察表

H2号住居祉

遺構は(え-7)グリッドに位置し、北側は調査区域外となる。主軸はN30Wである。

平面形態は確認状況から方形または長方形と考え られる。

調査規模は南北2.lm、東西 3.3m、検出面から床面までの深さは最深で25cmを測る。

覆土は黒褐色土の単層である。

構造上の特徴として、床面は硬質の貼床が存在し、壁際には幅 15~ 20cm、深さ 5cm内外の壁溝が確認で、きた。

主柱穴である P1に加え、南壁中央付近に対となるピットが存在し、 位置的に入り口に関係すると考えられた。

掘方は 6~ 12cmの厚みの暗褐色士が埋め込まれていた。

遺物は土師器の護、須恵器の杯 ・費、すり石が出土した。出土量は破片も含めて土師器 237g、須恵器400g 

と少ない。

時期は底部ヘラ削りされた須恵器杯の存在から、 7世紀代、 奈良時代としたい。
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l黒褐色土層 (lOYR2/3) シルト粒・砂・炭化物含む。

2黒褐色土層(lOYR2/3) シルト質土。砂・炭化物含む。

3暗褐色士層(lOYR3/4) シルト多く含む。上面硬質。

A y 1 _j____J ! A' 
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H2号遺構 ・遺物実測図

番号 器十 干jf[器形 口径cm底径cm器商cm 調 宅整・文 様 残存率・部佼 備 考

須恵器 杯 14.4 7.8 3.9 
休部内外面ロ クロナデ 底部回転へラケズ リ 小石

70 外面7.5YR4/1褐灰色
多く含み表面粗い

2 須恵器 均: 内外面ロ クロナデ ロ縁破片 外面10YR7/1灰白色

3 須恵、器 或J民震A 外而平行叩き 内面当具痕 胴部{政片 外面lOYR6/1掲灰色

4 須恵器 J現民量A 外而平行叩き 内而当具痕 胴部破片 外面N5/0灰色

H2号住居祉遺物観察表(1)
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調 繋・文 様

外出lOYR7/1灰白色内面当具痕

残存率・昔日。; 備考

胴部破片

外面へラケズリ 内面lへラナデ

調 整・文 様

口縁~胴部破片 |外而5YR4/3にぶい赤褐仏

重さg 備 考

83.8 

H3号住居祉

遺構は(お 7)グリッドに位置し、北側は調査区域外と なる。主軸はNOOWである。

平面形態は確認状況から、やや隅の丸い方形又は長方形と考えられる。

調査規模は南北 2.lm、東西4.6m、検出面から床面までの深さは最大で 25cmを測る。

覆土は黒褐色土主体である。

構造上の特徴として、床面は硬質で、南東コーナー付近に二重の壁溝及び士坑が存在する。また、 断定はでき

ないが、外側の壁溝付近が僅かに高くなり 、南壁中央付近が緩やかに屈曲することから、本住居祉は建替え或い

は2軒の重複となる可能性が認められた。堀方は硬質な貼床のみで、 床面直下は地山となる。

遺物は土師器の翠、須恵器の杯・斐が出土した。出土量は破片も含めて土師器 166g、須恵器259gと少ない。

時期は器高の低い須恵器杯の存在及び破片に武蔵翠と思われる薄手の土師器斐片が含まれることから、7世紀

代、奈良時代としたい。

@ 調杏区域外

A 

L よ iI i ! 一一一一
族表初芳和み云語表
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1d:敬三3・JjJE。、e::p-".. : ".'" ，r; ~ 

A' 
1. ~Ii\褐色一l 層 (lOYR2/3) シルト粒・砂・炭化物含む。

2 暗褐色土層(lOYR3/3) シルト多く含む。上面硬質。

3時褐色土居(lOYR3/4) シル卜主体。黒褐色土含む。

4.黒褐色土層(lOYR2/3) 炭化物含む。強粘性。

5時褐色土問(lOYR3/3) シルト・砂含む。

675.600m 
(1:80) 2m 

y
uuuリ川

H3号住居祉遺構 ・遺物実測図

1 

調 整・文 機 残存率・部位

肩部破片

胴部破片

備考

外而N4/0J火色

外出N4/0灰色

内外面ロクロナデ底部回転ヘラケズリ

口縁横ナデ 外而ヘラケズリ 内面ヘラナデ

H3号住居士I上遺物観察表

口縁~底部破片 |外凶2.5YR4/1赤灰色

口縁~胴部俄片 |外面7.5YR6/3にぶい積色

第2節土坑 (D)

ピットと区別するため、長径lOOcm.l.-.J.上の掘り 込みを土坑として取り 扱った。(掘立柱建物壮ピ ットは除 く)

D 1は平面不整形で、ピッ トの集合体のよ うな状態を示していた。D2・3は形状から断定はできないが陥穴で

ある可能性が考えられる。
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675.200m 
(1:80) 2m 

675.300m 
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1.黒褐色土層 (10YR2/3) シルト炭化物合仏 1.黒褐色土層 (10YR2/3) シJレトブロック
炭化物含む。

2. n音褐色土層 (10YR3/3) シJレトやや多く含む。

D 1 .2・3号土坑実測図

備考

Fl号掘立柱建物祉に切られる。

土坑観察表

第3節掘立柱建物祉 (F)

遺構は(き-9)付近に位置し、 D2を切る。南北 2問、東西2聞の総柱で、ピット 9個が確認できた。ピッ

ト形状は円形で、径50~ 130cm、深さは 26~ 100cmを測る。南北の両端に位置する P1・2. 3， P 5 . 6 . 7は、

いずれのピットも大型の掘方で、中央の P4 . 8 . 9は比較的浅く小型の掘方を持つ。また、底部には、柱が接し

ていた部分に円形の硬質面が存在した。

遺物は、 P7・9から須恵器片、 P8から土師器片が出土した。

時期は、周辺の住居祉が奈良時代に限定され、僅かだが土師器-須恵器が出土したことから奈良時代としたい。
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675.300m 
旦:80) 2m 

1.s音褐色土層 (7.5YR3/3) 粘土質。シJレト粒含む。

2.にぷい黄褐色土層 (lOYR4/3) シJレトブロック多く、炭化物含む。

3.議褐色土層 (lOYR212) 粘土含む。強粘性。

4.暗褐色土層 (lOYR3/4) 炭化物含む。強粘性ロ

5.黒褐色土層 (10YR3/2) シJレトブロックやや多く、砂含む。

6黒褐色土層 (lOYR212) 炭化物・砂含む。強1首位。
7.暗褐色土層 (lOYR3/4) シJレトブロック多く含む。

8.黒褐色土層 (lOYR2I3) 炭化物・シJレトプロック含む。

日.にぷいN褐色土層 (lOYR4/3) シルト主体。巣褐色土含む。やや粘性。

F 1号掘立柱建物土l上実測図
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遺構名 番号 形態 長後(cm)短径(cm)深さ (cm) f立償
F1 P1 刊形 108 94 67 き 9

P2 円形 84 76 60 き-9

P3 円形 88 76 62 き-9

P4 円形 48 46 26 き 9

P5 I-'-J形 92 84 73 き 10

遺構名 脊44今 形態 長径(cm)短径(cm)深さ (cm) f立jl1

F1 P6 ドl形 116 104 92 き 10

P7 円形 93 92 86 か 9

P8 円形 76 64 36 き-9

P9 円形 64 52 37 き-9

F 1号掘立柱建物祉ピット観察表

第5節ピット (p)

土坑と区別するために、 直径 lOOcmlこ満たない単独の掘り込みで、掘立柱建物祉のような規則的な配列を持た

ないものをピットとして取り扱った。
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D' 1.黒褐色土層 (lOYR2/3) シルト粒含む。

2. r情褐色土居(lOYR3/3) シルトフ'ロック含む。

3製褐色土層(10YR2I3) シルトフー口、ソク合む。

4. R音褐色土層(10YR3/3) 炭化物・シルト含む。

5時褐色土層(10YR3/4) シル卜・炭化物含む。

6県褐色土層(lOYR212) シルト炭化物含む。

7. H音絢色土屑(10YR3/3) シル卜含む。

8. n荷褐色土層(lOYR3/3) シル卜・炭化物 小石合む。

9.暗褐色土層 (lOYR3/3) 炭化物 焼土・シルト含む。

10. H音褐色土層 (10YR3/3) シJ(-卜やや多く含む。
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ピット実測図 (2)

遺構名 形態 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 1ji:置
P1 円形 35 35 20 え 7

P2 円形 29 24 14 え 6

P3 椅円形 37 26 18 く-10

P4 楕円形 31 25 12 く-10

P5 円形 17 16 10 く-10

P6 円形 20 17 12 く-10

P7 円形 22 21 15 く-10

P8 円形 20 18 17 く-10

P9 楕円形 25 19 20 くー10

P10 楕円形 28 21 9 く 9

P11 円形 26 22 20 き 8

P12 円形 30 25 15 き 8

P13 円形 24 24 14 き 8

P14 円形 26 23 34 か 8

P15 円形 16 12 6 か-8

P16 楕円形 59 45 22 か-9

P17 阿*~ 40 39 23 か 9

P18 楕円形 46 29 12 か 9

遺構名 形態 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 位目立

P19 楕円形 22 18 8 か-9

P20 円形 24 21 22 お-8

P21 円形 23 22 12 お -8

P22 円形 28 24 17 お 8

P23 円形 74 <54> 12 お 8

P24 楕円形 40 24 17 お 8

P25 円形 82 75 12 お -8

P26 円形 23 21 20 お 7

P27 摘円形 39 27 23 え-7

P28 格円形 26 20 12 え-7

P29 円形 25 24 16 え-7

P30 円形 28 24 11 え-7

P31 円形 25 21 14 う 7

P32 円形 20 18 5 う 7

P33 円形 29 24 22 う-7

P34 椅円)1; 19 13 11 か 9

P35 円形 21 17 21 う 6

P36 楕円形 44 32 48 し、 6

ピット観察表

-12 



調査区全景(東から)

調査区全景(南西から)
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試掘調査前状況(南東から)

調査開始前状況(北東から)

Hl号住居祉遺物出土状況

試掘調査風景 (東から)

Hl号住居士l上全景(南西から)
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